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県
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期
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（
県
大
会
）
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治安維持法犠牲者

国家賠償要求同盟
発行人：田中幹夫

〒113－m34東京都
文京区湯島2－4－4

秋田県本部

〒014－141s

秋田県大仙市角間川町

宇束中上町27

最上健造方

TEL&FAX

O187-65=2115

▲第32回定期大会の様子

第32回秋田県本部定期総会が、7月24日（土）秋田市文

化会館で開かれました。 「コロナ禍」対策で、昨年と同様

参加人数、開会時間を縮小し、午後1時30分～3時50分ま

で行われました。県役員と支部代表の30名が参加しました。
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的
一
ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
た
め
に

目
一
の
１
、
国
睦
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
一

科
到
２
、
国
睦
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し
、
賠
償
を
行
う
こ
と

Ｓ
、
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
者
の
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
内
容
を
公
表
一

同
写
す
る
二
と
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藤
清
一
常
任
理
事
が
代
読
し
紹

総
会
は
、
高
田
博
副
会
長
が
介
し
ま
し
た
。

開
会
宣
言
し
、
こ
の
一
年
で
亡
最
上
健
造
会
長
が
「
報
告
と

く
な
っ
た
７
名
の
会
員
、
病
気
提
案
」
を
行
い
ま
し
た
（
次
回

等
で
「
退
会
」
し
て
い
た
元
会
「
号
外
」
）
。

員
２
名
、
お
よ
び
治
安
維
持
法
藤
田
精
士
事
務
局
長
が
「
財

犠
牲
者
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
政
報
告
」
、
佐
藤
昭
監
査
委
員

た
。
が
「
会
計
監
査
報
告
」
を
行
い

議
長
に
は
遠
藤
嘉
恵
副
会
長
、
ま
し
た
。

伊
藤
達
男
事
務
局
次
長
が
就
き
遠
藤
副
会
長
が
「
役
員
推
薦

総
会
は
、
高
田
博
副
会
長
が

開
会
宣
言
し
、
こ
の
一
年
で
亡

く
な
っ
た
７
名
の
会
員
、
病
気

等
で
「
退
会
」
し
て
い
た
元
会

員
２
名
、
お
よ
び
治
安
維
持
法

犠
牲
者
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し

た
。
議
長
に
は
遠
藤
嘉
恵
副
会
長
、

伊
藤
達
男
事
務
局
次
長
が
就
き

ま
し
た
。

来
賓
の
共
産
党
県
委
員
会
副

委
員
長
加
賀
屋
千
鶴
子
県
議

一
▲
写
真
】
が
ご
挨
拶
し
ま
し

た
。
加
賀
屋
さ
ん
は
、
自
民
党

推
薦
の
知
事
ま
で
が
コ
ロ
ナ
禍

で
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
強

行
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
や
、

来
る
総
選
挙
・
地
方
選
挙
へ
支

持
・
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
本
部
の
増
本
一
彦

会
長
の
「
ご
あ
い
さ
つ
」
を
佐
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ｎ
㈲
Ⅱ
燗
］
貞
雄
は
勝
子
の
献
身
的
な
看
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

病
を
得
て
一
年
余
で
回
復
し
た
勝
子
の
姑
で
も
あ
る
棚
橋
タ

棚
橋
貞
雄
の
こ
と
と
も
（
を
の
ら
）
墓
ろ
う
。
勝
子
の
経
営
す
る
マ
（
私
の
祖
邑
は
亡
く
な
る

～
勝
子
の
没
侭
の
貞
雄
～
病
院
も
医
師
の
ス
タ
ッ
フ
が
増
ま
で
三
浦
雷
太
郎
支
持
で
、
勝

え
て
病
院
の
規
模
も
大
き
く
な
っ
子
同
様
、
節
を
曲
げ
て
い
な
い

棚
橋
正
博
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
勝
子
没
後

勝
子
が
一
年
後
あ
た
り
か
ら
貞
暫
く
は
貞
雄
も
実
業
世
界
と
、

昭
和
八
年
（
ご
忠
）
十
月
四
新
潟
へ
逃
避
行
し
て
い
て
貞
雄
雄
に
代
わ
っ
て
療
養
生
活
に
入
か
つ
て
の
組
織
と
の
は
ざ
ま
で

日
に
棚
橋
勝
子
は
三
十
四
歳
の
と
同
居
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
る
こ
と
は
前
回
書
い
た
。
迷
っ
て
い
た
時
代
か
も
知
れ
な

若
さ
で
亡
く
な
る
。
な
の
で
、
こ
の
頃
の
貞
雄
の
動
森
林
事
業
に
か
ね
て
着
目
し
い
。
し
か
し
、
貞
雄
の
父
友
三

一
方
、
棚
橋
貞
雄
は
三
・
一
静
を
正
雄
か
ら
は
聞
く
こ
と
が
て
い
た
貞
雄
は
、
体
力
が
回
復
郎
の
死
（
昭
和
十
一
雫
ご
邑

五
事
件
（
昭
和
三
年
、
ご
雷
）
な
か
っ
た
。
す
る
と
秋
田
木
材
通
信
社
の
経
が
あ
っ
て
、
勝
子
が
「
再
婚
を

で
検
束
さ
れ
、
懲
役
三
年
で
保
釈
放
直
後
の
こ
と
、
貞
雄
が
営
に
参
加
す
る
（
着
手
し
た
の
し
な
い
で
欲
し
い
」
と
言
い
残

釈
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
貞
雄
の
帰
郷
す
る
と
秋
田
駅
の
駅
頭
で
か
）
・
弟
の
義
雄
に
通
信
社
の
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

足
跡
の
詳
細
は
知
ら
な
い
。
現
大
歓
迎
を
受
け
た
と
い
う
話
は
記
者
を
さ
せ
る
な
ど
、
勝
子
が
病
院
の
眼
科
医
だ
っ
た
相
馬
キ

在
の
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
グ
ル
ー
プ
耳
に
す
る
の
だ
が
、
抵
抗
者
と
亡
く
な
る
前
後
に
は
木
材
事
業
ョ
と
再
婚
す
る
あ
た
り
で
、
貞

の
創
始
者
で
転
向
声
明
第
一
号
し
て
の
凱
旋
と
い
う
わ
け
で
も
に
深
く
関
わ
り
を
持
ち
始
め
た
雄
の
新
た
な
軌
道
が
決
ま
つ
た

を
発
表
し
た
水
野
茂
夫
に
続
く
な
く
、
「
赤
の
親
玉
」
（
こ
の
と
思
わ
れ
る
。
勝
子
が
貞
雄
の
よ
う
で
あ
る
。

よ
う
に
し
て
転
向
し
た
と
聞
か
言
葉
が
貞
雄
に
冠
し
て
語
ら
れ
そ
う
し
た
動
向
に
つ
い
て
賛
否
再
度
、
貞
雄
が
衆
議
院
議
員

さ
れ
て
い
る
が
、
獄
中
で
発
明
た
こ
と
は
私
も
体
験
し
て
い
る
）
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
か
分
か
ら
な
選
挙
に
立
つ
こ
と
を
考
え
出
し

し
た
温
度
計
の
特
許
な
ど
を
、
こ
と
棚
橋
貞
雄
が
、
水
野
成
夫
い
。
た
だ
、
勝
子
は
亡
く
な
る
た
の
も
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ

ど
う
活
用
し
実
業
世
界
と
関
係
に
続
い
て
転
向
し
た
と
い
う
こ
ま
で
秋
田
の
共
産
党
組
織
の
再
ろ
う
か
。
土
崎
港
町
が
ま
だ
秋

を
持
っ
た
の
か
は
皆
目
分
か
ら
と
で
、
搾
取
に
明
け
暮
れ
し
て
建
と
活
動
家
援
護
の
た
め
に
尽
田
市
と
合
併
す
る
以
前
の
こ
と

な
い
。
い
た
地
主
階
層
や
秋
田
の
実
業
力
し
、
亡
く
な
る
と
秋
田
農
民
で
あ
り
、
貞
雄
は
選
挙
に
向
け

知
ら
れ
る
限
り
、
貞
雄
の
釈
界
の
面
々
の
歓
迎
で
あ
っ
て
、
組
合
に
結
集
し
て
い
た
仲
間
た
て
外
旭
川
村
の
石
油
事
業
（
八

放
後
の
足
跡
を
追
っ
て
み
た
い
日
本
共
産
党
な
ど
の
改
革
思
想
ち
か
ら
追
慕
の
黙
祷
を
捧
げ
ら
橋
油
田
等
）
と
林
業
の
両
睨
み

の
だ
が
、
い
か
ん
せ
ん
私
の
父
の
人
た
ち
も
歓
迎
す
る
呉
越
同
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
終
で
、
外
旭
川
村
に
急
接
近
す
る

親
の
正
雄
が
特
高
警
察
怖
さ
で
舟
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
も
す
る
。
生
医
療
と
組
織
活
動
を
支
持
し
新
た
な
動
き
を
す
る
。
（
つ
づ
く
）

名
簿
」
を
説
明
報
告
し
ま
し
た
。
▼
佐
藤
ミ
ツ
子
（
秋
田
支
部

◇
◇
◇
幹
事
）
「
映
画
『
わ
が
青
春
つ

発
言
は
、
時
間
の
関
係
で
４
き
る
と
も
ｌ
伊
藤
千
代
子
の
生

人
で
し
た
。
（
発
言
テ
ー
マ
は
涯
』
の
上
映
成
功
を
」

編
集
部
）
◇
◇
◇

▼
糸
田
忠
恒
（
大
館
鹿
角
支
会
議
は
、
「
報
告
と
提
案
」

部
部
副
会
長
）
ヨ
ロ
ナ
禍
に
と
「
ま
と
め
」
、
「
会
計
監
査

便
乗
す
る
憲
法
改
悪
許
さ
な
い
」
報
告
」
、
「
予
算
案
」
、
「
役

▼
加
賀
繁
（
能
代
山
本
支
部
員
選
出
」
を
す
べ
て
承
認
し
ま

会
長
）
「
土
地
利
用
制
限
法
の
し
た
。

学
習
会
に
つ
い
て
」

閉
会
挨
拶
を
佐
藤
長
右
衛
門

▼
松
山
正
一
（
能
代
山
本
支
副
会
長
が
行
い
、
閉
会
し
ま
し

部
事
務
局
員
）
「
学
習
会
と
会
た
。

員
拡
大
の
重
要
性
」

２
０
２
１
年
度
「
秋
田
県
本
部
役
員
』
（
敬
称
略
）

常
任
理
事
秋
田
手
塚
圭
子

大
館
鹿
角
糸
田
恒
忠
富
岡
洋
子

鷹
巣
阿
仁
成
田
元
晴
蛭
川
秀
紀

能
代
山
本
加
賀
繁
本
荘
由
利
高
橋
信
夫

秋
田
遠
藤
嘉
恵
大
曲
仙
北
佐
藤
宏
明

高
田
博
横
手
北
村
孝
治

藤
田
精
士
佐
藤
長
右
衛
門

伊
藤
達
男
湯
沢
雄
勝
宮
原
晃

平
野
信
治
県
直
属
最
上
健
造

佐
藤
清
一
監
査
委
員

佐
藤
操
子
秋
田
佐
藤
昭

■
■
■
■
■
Ｉ
且
■
９
日
■
■
り
１
１
１
Ⅱ
ｆ
６
０
日
Ｊ
■
■
■
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
８
１
０
１
１
‐
Ｉ
。
Ⅱ
‘
・
０
１

｜

秋
田
佐
藤
孝
一

理
事
（
支
部
推
薦
）

大
館
鹿
角
浅
石
重
美

鷹
巣
阿
仁
藤
田
久
則

能
代
山
本
松
山
正
一

秋
田
伊
藤
記
久
夫

佐
藤
ミ
ツ
子
・
新

由
利
本
荘
村
上
次
郎

大
曲
仙
北
富
岡
昭

横
手
相
川
修
二
・
新

我
妻
桂
子

湯
沢
雄
勝
沼
倉
貞
夫
・
新

任
務
分
担
（
※
８
．
１
現
在
）

会
長
最
上
健
造

副
会
長
遠
藤
嘉
恵

佐
藤
長
右
衛
門

高
田
博

事
務
局
長
藤
田
精
士

事
務
局
次
長
相
川
修
二
・
新

伊
藤
達
男

平
野
信
治

事
務
局
員
石
井
進

佐
藤
清
－

佐
藤
操
子

佐
藤
ミ
ツ
子
・
新

手
塚
圭
子

冨
岡
洋
子

、

ｐ

ｑ

鶏

望

軽

爵

凄

尋

駕

篭

蚤

試

議

謹

警

醗

■
ｒ

》
入
す

。
■
毎
◇
可
ご

．

、

、
麺

韓
一
ザ
・

癖
山
内
笑
子
さ
ん
荻
田
支
遜
唾

か
ｐ
寺
争
・

盛
識
篝
鍵
鯨
鐡
教
職
識
譲
織
識
毅
謬
藪
蕊
鍵

横
山
孝
一
さ
ん
励
歳
）

横
手
支
部
７
月
哩
日
ご
逝
去

名
誉
会
長
近
江
谷
昭
二
郎

相
談
役
（
新
設
）
鈴
木
甚
郎

Ｉ
お
く
や
み

謹
ん
で
ご
冥
福

お
祈
り
い
た
し
ま
す

蕊、△ザ ↓
蒲室

駕輪錘
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1

全
国
い
つ

秋
田
県
の
共
産
党
組
織
確
立
者
た
ち
の
検
挙
せ
い
の

大
弾
圧

治
安
維
持
法
が
全
国
規
模
で
、
を
く
わ
え
、
野
坂
参
三
ら
の
幹

狂
暴
な
牙
を
現
し
た
の
は
共
産
部
を
は
じ
め
千
六
百
人
に
お
よ

党
へ
の
大
弾
圧
三
。
一
五
事
件
ぷ
共
産
党
員
と
支
持
者
を
検
挙

か
ら
で
あ
る
。
日
本
共
産
党
は
、
し
、
言
語
に
絶
す
る
残
忍
な
拷

一
九
二
八
年
二
月
の
普
通
選
挙
問
を
く
わ
え
た
。
続
い
て
政
府

法
に
よ
る
第
一
回
総
選
挙
に
非
は
、
四
月
十
日
に
日
本
労
働
組

合
法
の
も
と
で
十
一
人
の
党
員
合
評
議
会
、
労
働
農
民
党
、
全

を
労
働
農
民
党
か
ら
立
候
補
さ
日
本
無
産
青
年
同
盟
の
三
団
体

せ
て
闘
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
労
の
解
散
を
命
じ
た
。

働
農
民
党
な
ど
の
無
産
政
党
は

四
九
万
票
（
四
・
七
％
）
を
獲
秋
田
県
の
共
産
党
組
織
は
、

得
し
八
人
の
議
員
を
当
選
さ
せ
一
九
二
八
年
二
月
、
棚
橋
貞
雄

た
。
を
責
任
者
に
し
て
佐
藤
謙
蔵
、

一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
、
平
山
忠
尚
ら
に
よ
っ
て
確
立
さ

総
選
挙
を
通
じ
て
国
民
の
前
に
れ
た
。
秋
田
県
で
は
一
九
二
六

そ
の
存
在
を
現
し
た
日
本
共
産
年
に
全
日
本
無
産
青
年
同
盟
が

党
の
前
進
に
恐
れ
た
天
皇
制
政
三
浦
雷
太
郎
ら
で
、
労
働
農
民

府
は
、
日
本
共
産
党
に
対
し
て
党
が
棚
橋
貞
雄
、
近
江
谷
友
治

「
再
録
」
シ
リ
ー
ズ
⑤

②

県
版
「
不
屈
」
恥
加
（
１
９
９
２
年
３
月
）
よ
り
一

語
り
継
ご
う
不
屈
の
歴
史
を

治
安
維
持
法
大
弾
圧
三
。
一
五
事
件

塵了I

国
民
監
視
と
弾
圧
許
す
な
！

『
土
地
利
用
規
制
法
」
の
学
習
会
行
う

『

■マ0
垂包

ｰ

泪
口
■
ロ
ロ
側
・
↓
易
‐
，
一
喉

笛

可

傘

ク

説
↑
、
喧
一
噌
亨
弛
鰕
坐

謹
卿

Ｐ

現

噌

，_－

二

宮

ロ

②

。

~

J

竺口

唾』
＝.

■

ー

心

g綴 ジー

▲「土地利用規制法案」の資料をもとにした学習会の様子

国
会
最
終
日
６
月
焔
日
未
明
、

「
土
地
利
用
規
制
法
」
が
参
院
本

会
議
で
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
、
国
民
の
多
く
に

中
身
を
知
ら
せ
ず
、
十
分
な
審
議

も
せ
ず
、
採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。

ま
た
も
菅
政
権
の
強
権
で
す
。

わ
が
能
代
山
本
支
部
は
、
７
月

９
日
「
土
地
利
用
規
制
法
」
（
正

式
名
称
「
重
要
施
設
周
辺
及
び
国

境
離
島
等
に
お
け
る
土
地
等
の
利

用
状
況
の
調
査
及
び
利
用
の
規
制

等
に
関
す
る
法
律
」
）
の
緊
急
学

習
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
自
衛
隊
基
地
や

原
発
な
ど
重
要
施
設
の
周
辺
な
ど

を
「
注
視
区
域
」
と
し
、
土
地
所

有
者
や
利
用
状
況
に
関
す
る
調
査
、

「
機
能
を
阻
害
す
る
行
為
」
に
対

し
て
の
中
止
勧
告
・
命
令
を
可
能

に
す
る
も
の
で
す
。

各
界
か
ら
私
権
制
限
や
窓
意
的

運
用
懸
念
す
る
声
が
あ
が
っ
て
い

治
安
維
持
法
に
よ
る
大
弾
圧

は
確
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
党
組

織
を
も
襲
っ
た
。
三
月
十
五
日

未
明
、
秋
田
市
亀
ノ
丁
本
新
町

一
の
労
働
農
民
党
秋
田
支
部
外

八
ヶ
所
が
捜
索
さ
れ
、
棚
橋
貞

雄
、
佐
藤
謙
蔵
、
平
山
忠
尚
が

検
挙
・
起
訴
さ
れ
有
罪
と
な
っ

た
。

こ
の
大
弾
圧
は
日
本
帝
国
主

義
が
中
国
へ
の
侵
略
戦
争
強
行

の
た
め
に
、
侵
略
戦
争
反
対
、

自
由
・
民
主
主
義
の
旗
を
か
か

げ
、
不
屈
に
闘
う
日
本
共
産
党

の
圧
殺
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
天
皇
制
政
府
は
、
こ
の
三
・

一
五
事
件
後
、
治
安
維
持
法
を

大
改
悪
し
、
こ
れ
ま
で
の
最
高

刑
懲
役
十
年
を
死
刑
・
無
期
懲

役
に
ひ
き
あ
げ
た
。
し
か
し
、

日
本
共
産
党
は
、
検
挙
を
ま
ぬ

が
れ
た
渡
辺
政
之
輔
、
市
川
正

ら
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
た
。

共
産
党
組
織
は
第
一
回
総
選
挙

で
一
区
畠
山
松
治
郎
、
二
区
沢

田
松
太
郎
の
労
働
農
民
党
の
候

補
を
推
薦
し
て
闘
っ
た
。

能
代
山
本
支
部

加

天
皇
制
政
府
は
、
一
九
二
九

年
四
月
十
六
日
、
日
本
共
産
党

に
ふ
た
た
び
大
弾
圧
を
く
わ
え

た
。
い
わ
ゆ
る
治
安
維
持
法
大

弾
圧
四
。
一
六
事
件
で
あ
る
。

四
・
一
六
事
件
に
つ
い
て
は

「
不
屈
」
十
一
号
で
紹
介
予
定
。

（
Ｏ
）

※
（
○
）
は
近
江
谷
昭
二
郎

の
頭
文
字

《
三
・
一
五
事
件
判
決
》

棚
橋
貞
雄
懲
役
三
年
（
求
刑

七
年
）

佐
藤
謙
蔵
懲
役
二
年
五
年
間

執
行
猶
予

一
平
山
忠
尚
懲
役
三
年
五
年
間
一

執
行
猶
予

一
昭
和
七
年
十
月
二
九
日
に
判
決
一

※
「
秋
田
県
警
察
史
」
下
巻
よ
り
一

ｒ
０
■
■
Ｈ
４
９
０
‐
１
０
４
』
■
９
。
ウ
リ
－
９
↑
■
ロ
Ⅱ
Ｈ
６
ｊ
０
４
０
９
１
０
ｆ
ｌ
１
４
ｏ
ｉ
。
０
１
？
．
０
１
０
０
６
６
．
９
１
‘
し

ま
す
。
戦
時
中
は
、
写
真
の
背
景

に
軍
事
施
設
が
写
っ
て
い
る
と
い

う
理
由
で
弾
圧
し
た
現
代
版
「
要

塞
地
帯
法
」
と
も
い
う
べ
き
危
険

な
法
律
で
す
。

学
習
会
の
講
師
は
、
支
部
自
前

で
や
ろ
う
と
支
部
事
務
局
（
県
理

事
）
の
松
山
正
一
さ
ん
が
担
当
し

ま
し
た
。
松
山
さ
ん
は
法
文
や
、

反
対
声
明
、
地
図
付
き
の
新
聞
記

事
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
き
れ
い

な
資
料
を
提
供
し
ま
し
た
。

一
の
指
導
の
も
と
党
組
織
再
建

が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
、
「
赤

旗
筐
の
再
刊
も
闘
い
と
ら
れ
た
。

党
再
建
の
活
動
は
秋
田
県
で
も

果
敢
に
す
す
め
ら
れ
党
細
胞

（
支
部
）
が
工
場
・
農
村
へ
と

建
設
さ
れ
た
。

賀
繁

CﾐﾆｺC二こつ

）
１
１ ’
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舅
「
花
岡
事
叶

⑳小林
多
喜
二
生
誕
の
地
を
訪

れ
た
際
に
花
岡
事
件
関
係
の
場

所
も
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
一
つ
「
大
館
郷
士
誌
博
物

館
」
の
展
示
物
に
衝
撃
を
受
け

た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
紹
介
し

た
い
。
そ
れ
は
滝
平
二
郎
の
版

画
だ
。彼
の
作
品
は
あ
ま
り
に
も
有

名
で
そ
の
モ
チ
ー
フ
は
昭
和
初

期
の
童
の
様
々
な
姿
が
多
い
。

郷
愁
を
呼
び
、
日
本
中
に
数
多

く
の
フ
ァ
ン
が
い
る
。

滝
平
二
郎
は
、
昭
和
別
年
に

横
手
市
で
一
ヵ
月
ほ
ど
滞
在
制

作
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の

間
に
、
『
八
郎
』
を
共
に
生
み

出
し
た
作
家
。
斎
藤
隆
介
に
出

会
っ
た
。
し
た
が
っ
て
秋
田
。

横
手
に
は
特
別
の
想
い
を
持
っ

て
い
た
。

私
も
そ
の
フ
ァ
ン
の
一
人
で

あ
る
。
そ
ん
な
滝
平
二
郎
の
作

「
花
岡
事
件
」
も
訪
ね
る

「
不
屈
」
編
集
担
当
相
川
修
二

品
が
全
く
飾
り
気
の
な
い
、
し

か
も
生
々
し
い
版
画
が
そ
こ
に

あ
っ
た
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
部

だ
が
、
後
に
最
上
会
長
か
ら

「
花
岡
も
の
が
た
り
」
（
木
刻

連
環
画
集
）
無
明
舎
出
版
を

お
借
り
し
た
の
で
紹
介
し
た
い
。

同
盟
員
の
皆
さ
ん
は
こ
の
事

件
に
つ
い
て
は
詳
し
く
知
っ
て

い
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
や
る

し
患
い
ま
窕
私
自
身
睦
一
三
－

ス
等
で
見
聞
き
し
て
い
る
程
度

し
か
知
ら
な
か
つ

た
○

▲中国の人がたどうして花岡サきたか
歩

鹿
島
組

掲
載
し
た
版
画
の
説
明
は
、

私
の
よ
う
な
も
の
が
す
る
ま
で

も
な
い
し
、
た
だ
観
て
も
ら
う

だ
け
で
す
べ
て
を
表
し
て
い
る
。

※
な
お
こ
の
版
画
集
に
は
弱
枚

の
版
画
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ゴ
セ
ッ
館
の
落
盤

’ ’’
I
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（
画
）
画
留
四
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母
国
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コ
ロ
ナ
危
機
打
開
、
い
の
ち
守
る
政
治
を

|｢~一

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
も
と
で
の
五
輪
開
他
の
可
否
が

争
わ
れ
ま
し
た
。
自
民
・
公
明
両
党

は
自
ら
掲
げ
た
過
半
数
（
“
認
塵

に
及
ば
ず
大
敗
北
し
ま
し
た
。
立
憲

８
月
幅
日
は
、
当
時
の
天
皇
制
政
府
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
連
合
国
に
無
条
件
降
伏
し
た
日
で
す
。
ま

た
今
年
は
日
本
国
民
３
１
０
万
人
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
各
国
で
２
０
０
０
万
人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た
君
年
戦
雲

の
終
戦
か
ら
お
年
で
す
。

憲
法
９
条
は
、
二
度
と
戦
争
を
し
な
い
と
誓
い
ま
し
た
。
し
か
し
へ
自
民
党
政
府
は
、
秘
密
保
護
法
、
安
保
法
制
（
戦

争
法
）
、
「
共
謀
罪
法
」
、
土
地
規
制
法
と
「
戦
争
す
る
国
づ
く
且
の
道
を
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
菅
首
相
は
「
改

憲
の
機
運
が
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
」
と
９
条
改
憲
を
狙
っ
て
、
霞
正
国
民
投
票
塗
を
ご
り
押
し
し
ま
し
た
。

市
民
と
野
党
の
共
同
で
政
権
交
代
を

合
謁
昌
星
亟
田
鵠
」
）
暉
將
臆
龍
哩
鐵
騨
川
恕
匡
②
留
叶
９
日

｜
蕊
駕
鍵
策
ゞ
一
一

ｊ供臘５３画博
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
急
拡
大
す
る
な
か
、
入
っ
て
も
収
束
を
見
通
せ
な
い
ど
こ
ろ

ｌ儒
多
く
の
国
民
と
専
門
家
の
中
止
の
声
を
間
か
、
ワ
ク
チ
ン
手
配
も
頓
挫
。
ワ
ク
チ
ン

榊
か
ず
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
接
種
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
セ
ッ
ト
で
行
な

龍
を
強
行
し
ま
し
た
。
感
染
が
２
年
目
に
い
、
感
染
を
抑
え
込
む
べ
き
で
す
。

一

旬め

釈
／

》
核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
。

砂

を協阯

／

剛
“

棒
戦
争
被
爆
国
日
本
は
直
ち
に
批
准
を
琢

輌

〃

蝉
核
丘
《
器
禁
止
条
約
は
国
連
総
会
で
採
の
願
い
に
反
し
て
日
米
同
盟
を
優
先
し
、

銅
択
さ
れ
、
今
年
１
月
型
日
に
発
効
し
ま
し
批
准
に
背
を
向
け
た
ま
ま
で
す
。
１
日
も

発
た
・
唯
一
の
戦
争
被
燃
国
で
あ
る
日
本
で
早
く
批
准
す
る
よ
う
政
府
に
迫
っ
て
い
き

蝉
は
、
広
島
や
長
騎
を
は
じ
め
多
く
の
国
民
ま
し
よ
う
．

般器》
治
安
維
持
法
職
盤
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
と
は

駅魂
職
Ⅲ
心
戦
争
に
反
対
し
平
和
と
民
祇
主
碓
を
求
め
る
多
く
の
人
々
が
論
燐
維
排
法
で
帥

圧
さ
れ
、
藤
疑
、
刑
務
所
な
ど
で
淵
殺
さ
れ
た
人
や
砿
死
粁
は
５
０
０
人
以
ｋ
で
す
。
政

府
は
椴
独
帝
へ
一
切
鮒
卯
も
脳
俄
も
し
て
い
ま
せ
ん
‐
私
た
ち
は
、
不
帆
の
僻
い
を
あ
ら

た
に
、
ふ
た
た
び
職
耕
と
蹄
肌
政
論
を
脈
さ
な
い
と
い
う
と
り
く
み
を
す
す
め
て
、
沿
安

靴
俳
談
縦
雅
箭
の
紛
滞
Ⅲ
似
と
同
家
雌
俄
を
求
め
て
い
ま
す
。

礎
〃
も
ぜ
ひ
入
会
し
て
巡
助
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
、

sub_顕kuto,hImUより

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
中
央
本
部

〒
１
１
３
‐
０
０
３
４
東
京
都
文
京
区
濁
島
２
１
４
‐
４
平
和
と
労
働
セ
ン
タ
ー
・
全
労
連
会
館
内

、
’
ヨ
皇
荷
三
四
コ
＠
ケ
ら
い
豆
印
可
．
Ｑ
●
言

Ｔ
Ｅ
Ｌ
“
Ｏ
３
ｌ
５
８
４
２
Ｉ
６
４
６
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
０
３
１
５
８
４
２
１
６
４
６
２

奇
。

民
主
党
と
日
本
共
産
党
は
定
数
１
，

２
人
区
と
３
人
区
の
一
部
で
候
補
者

調
整
を
行
い
、
一
本
化
し
た
廻
人
（
日

民
な
ど
７
人
、
共
産
５
人
）
が
当
選

し
ま
し
た
。
野
党
が
共
同
し
立
畷
野

I

CC

1

党
が
前
進
し
ま
し
た
。

今
秋
ま
で
に
行
わ
れ
る
総
選
挙
で

「
市
民
と
野
党
の
共
同
一
で
政
権
交
代

を
実
現
さ
せ
、
恋
法
を
い
か
し
た
政
治

を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

’ ’～一一ー一 一一
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